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を
突
破
。
サ
ー
ビ
ス
登
録
者
数

も
約
30
万
人
に
の
ぼ
る
。
都
内

の
妊
婦
の
２
人
に
１
人
が
登
録

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
19
年

の
実
績
で
は
、
都
内
の
妊
婦
５

人
に
１
人
が
陣
痛
タ
ク
シ
ー
に

乗
車
し
て
出
産
し
た
計
算
だ
。

さ
ら
に
、
首
都
圏
の
妊
娠
・
出

産
経
験
の
あ
る
20
～
30
歳
代
女

性
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
86

％
が
「
陣
痛
タ
ク
シ
ー
を
知
っ

て
い
る
」
と
回
答
し
た
よ
う
に

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
安
心
し

て
移
動
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。

陣
痛
タ
ク
シ
ー
の
登
場
で
、

都
内
の
救
急
車
の
適
正
利
用
に

も
つ
な
が
る
と
い
っ
た
波
及
効

果
も
あ
る
。
全
国
で
同
様
の
サ

ー
ビ
ス
が
広
が
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
て
い
る
。

や
病
産
院
を
登
録
し
て
お
く
こ

と
で
、
乗
車
後
に
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
道
案
内
す
る
こ
と
な
く
迅

速
に
確
実
に
目
的
地

に
送
る
こ
と
が
で
き

る
の
も
特
徴
だ
。
ま

た
、
乗
務
員
全
員
が

助
産
師
監
修
の
「
妊

産
婦
搬
送
時
の
注
意

事
項
と
対
応
」
講
習

会
を
受
講
し
、
車
内

に
緊
急
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
常
備
し
て
い

る
な
ど
、
的
確
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
か

ら
約
９
年
半
で
累
計

配
車
件
数
は
10
万
件

意
し
、
常
時
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

待
機
し
て
年
中
無
休
で
対
応
す

る
。
事
前
に
迎
え
に
行
く
住
所

陣
痛
時
の
タ
ク
シ
ー
送
迎
は

従
来
か
ら
受
け
付
け
て
い
た
も

の
の
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て

よ
い
の
か
不
安
を
感

じ
る
利
用
者
も
多
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、

同
社
で
は
顧
客
登
録

シ
ス
テ
ム
と
組
み
合

わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
明
示
す
る
こ
と

で
妊
婦
に
よ
る
タ
ク

シ
ー
利
用
を
促
進

し
、
核
家
族
や
自
動

車
を
保
有
し
て
い
な

い
家
庭
で
も
安
心
し

て
出
産
に
臨
め
る
環

境
を
整
備
し
た
。

陣
痛
タ
ク
シ
ー
専

用
の
電
話
回
線
を
用

日
本
交
通
は
、
陣
痛
時
に
最

優
先
で
タ
ク
シ
ー
を
手
配
し
て

妊
婦
を
病
院
ま
で
送
る
「
陣
痛

タ
ク
シ
ー
」
を
２
０
１
２
年
５

月
に
都
内
初
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
開
始
し
た
。
迎
え
に
行
く
場

所
、
か
か
り
つ
け
病
院
、
出
産

予
定
日
な
ど
を
事
前
に
登
録
す

る
こ
と
で
、
簡
単
に
タ
ク
シ
ー

を
手
配
で
き
る
仕
組
み
だ
。
21

年
11
月
に
は
、
累
計
配
車
件
数

が
10
万
件
を
超
え
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
毎
月
１
千
件
の

配
車
が
あ
る
な
ど
、
欠
か
せ
な

い
存
在
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。

｢陣痛タクシー｣｢陣痛タクシー｣

10万件超累計配車は10万件超累計配車は10万件超

〈受賞者コメント〉安全安心を支える社員をはじめ、関係する皆様にお礼
申し上げますと共に、心より感謝いたします。陣痛タクシーは2012年のスタ
ートから配車が10万件を超え、多くの方々に支えられタクシーの役割が進化
しました。暮らしに不可欠な移動インフラとして今後も社会に貢献してまい
ります。

野
に
よ
る
仕
事
分
担
な
ど
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

各
社
の
効
率
向
上
に
つ
な
げ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
事
故
や
災
害

時
対
応
で
も
協
力
し
て
出
動
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
結
成
後
、
新
規
顧

客
が
増
え
た
ほ
か
、
地
元
か
ら

採
用
で
き
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き

た
と
い
う
｢

お
客
さ
ま
に
よ

し｣｢
会
社
に
よ
し｣｢

地
域
に
よ

し｣｢
従
業
員
に
よ
し｣

の｢

四
方

よ
し
の
取
り
組
み｣

と
な
っ
て

い
る


地
方
経
済
に
お
い
て
、
女
性

の
社
会
進
出
や
高
齢
者
の
生
活

自
立
な
ど
に
車
は
欠
か
せ
な

い
。
安
心
し
て
車
に
乗
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
や
体
制
を
作
る

こ
と
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

だ
。

輸
支
局
へ
の
共
同
便
も
運
行
す

る
。
ま
た
、
繁
忙
時
や
得
意
分

て
い
る
。
５
社
の
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
そ
う
し
た
課
題

解
決
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

コ
ト
モ
ビ
は
、
「
協
力
」

「
共
有
」
「
分
担
」
を
基
本
方

針
に
、
定
休
日
を
調
整
し
、
い

ず
れ
か
の
店
が
営
業
し
て
い
る

体
制
を
作
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り

各
社
の
休
日
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
、
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
向

上
と
従
業
員
満
足
向
上
を
両
立

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

経
費
削
減
効
果
も
大
き
い
。

高
価
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
診
断

機
や
特
殊
工
具
は
共
有
す
る
の

を
は
じ
め
、
毎
月
発
行
す
る

「
コ
ト
モ
ビ
チ
ラ
シ
」
に
よ
る

販
売
促
進
、
中
古
車
の
在
庫
共

有
、
部
品
の
共
同
仕
入
れ
、
運

に
取
り
組
ん
で
い
る


人
口
減
少
と
保
有
台
数
の
減

少
が
進
み
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
農

業
協
同
組
合
な
ど
大
手
事
業
者

が
撤
退
す
る
中
、
高
齢
者
や
女

性
を
中
心
と
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の

「
難
民
化
」
が
問
題
と
な
っ
て

い
た
。
小
規
模
整
備
事
業
者
に

は
、
土
日
営
業
や
レ
ス
キ
ュ
ー

対
応
、
車
両
展
示
な
ど
、
デ
ィ

ー
ラ
ー
並
み
の
対
応
は
で
き
な

い
。
加
え
て
、
整
備
士
不
足
や

働
き
方
改
革
、
整
備
技
術
の
高

度
化
な
ど
新
た
な
課
題
も
生
じ

赤
碕
ダ
イ
ハ
ツ(

上
田
啓
悟

社
長)

は
２
０
２
０
年
７
月
鳥

取
県
琴
浦
町
で
営
業
す
る
自
動

車
販
売･

整
備
事
業
者
５
社
で

｢

琴
浦
モ
ビ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ

(

コ
ト
モ
ビ)｣

を
発
足
さ
せ
た


赤
碕
ホ
ン
ダ
販
売(

澤
田
和
広

社
長)

く
ら
み
つ
自
動
車
工
業

(

倉
光
暁
社
長)


な
が
れ
自
動

車
販
売(

永
禮
通
暁
社
長)


な

に
わ
自
動
車(

浪
花
孝
志
社
長)

が
参
加
し

１
社
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
経
営
課
題
の
克
服
に

向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

〈受賞者コメント〉鳥取県琴浦町は公共交通機関が脆弱で、車は必需品です。
しかし少子高齢化と共に保有台数が激減し、大手ディーラーの撤退が始まり難民
化するユーザーも増えてきました。「高齢者も女性も安心して車を保有できる環
境を作りたい」と思いついた「整備ローカルネットワーク」がこの琴浦モビリテ
ィグループです。私たちの取り組みが地方の一事例となれれば幸いです。

事
故
や
災
害
時
対
応
で
も
協
力

事
故
や
災
害
時
対
応
で
も
協
力

整備事業者が連携した地域の整備事業者が連携した地域の
モビリティ確保に向けた取り組み
整備事業者が連携した地域の
モビリティ確保に向けた取り組み

を
実
施
す
る
仕
組
み
だ
。
共
働

き
や
核
家
族
が
増
え
る
中
、
地

域
の
子
育
て
支
援
と
し
て
定
着

し
て
き
て
い
る
。

「
高
齢
者
が
墓
参
り
に
行
く

の
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
」
と

い
う
乗
務
員
の
声
か
ら
生
ま
れ

た
の
が
「
お
墓
参
り
サ
ポ
ー
ト

タ
ク
シ
ー
」
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で

県
を
ま
た
い
だ
移
動
が
難
し
い

人
の
利
用
も
考
慮
し
て
20
年
７

月
に
開
始
し
た
。
墓
参
す
る
人

へ
の
同
行
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

簡
易
的
な
清
掃
と
お
参
り
の
代

行
も
行
う
。
専
門
的
な
代
行
サ

ー
ビ
ス
と
は
異
な
る
が
、
低
料

金
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
の
も

特
徴
だ
。
提
携
会
社
を
含
め
37

都
道
府
県
で
展
開
（
同
）
し
て

お
り
、
３
回
に
１
回
は
リ
ピ
ー

タ
ー
で
、
年
間
プ
ラ
ン
の
申
し

込
み
も
あ
る
と
好
評
だ
。

陣
痛
・
破
水
時
に
産
院
に
送
迎

す
る
ほ
か
、
３
歳
ま
で
の
乳
幼

児
同
伴
の
利
用
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
32
道
府
県
73
エ
リ
ア
で
展

開
し
て
お
り
、
登
録
者
累
計
は

38
万
２
９
４
５
人
を
数
え
る

（
同
）
。
助
産
師
の
研
修
を
受

け
た
乗
務
員
が
対
応
し
、
車
内

で
出
産
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と

い
う
。

16
年
４
月
に
開
始
し
た
「
子

ど
も
サ
ポ
ー
ト
タ
ク
シ
ー
」

は
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
３
～

12
歳
の
子
ど
も
を
塾
や
習
い
事

な
ど
指
定
さ
れ
た
施
設
へ
送
迎

す
る
サ
ー
ビ
ス
。
事
前
登
録
制

で
、
送
迎
先
施
設
へ
の
引
き
渡

し
方
法
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
安
全
で
確
実
な
送
迎

定
期
型
だ
け
で
な
く
、
利
用
者

の
要
望
に
応
じ
て
ド
ア
・
ツ
ー

・
ド
ア
で
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド

型
な
ど
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。
26
府
県
68
市
町

村
で
２
５
３
路
線
を
展
開
（
２

０
２
１
年
10
月

末
現
在
）
し
、

20
年
度
は
延
べ

29
万
６
０
８
０

人
を
輸
送
し

た
。13

年
８
月
に

は
、
妊
娠
中
や

子
育
て
中
の
女

性
を
対
象
と
し

た
「
マ
マ
サ
ポ

ー
ト
タ
ク
シ

ー
」
を
開
始
。

ー
」
を
は
じ
め
、
地

域
の
活
性
化
や
課
題

解
決
へ
の
貢
献
を
目

指
し
た
「
お
出
か
け

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を

展
開
し
て
い
る
。
タ

ク
シ
ー
な
ら
で
は
の

機
能
と
広
域
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
過
疎
化
や
少
子

高
齢
化
、
核
家
族
化

な
ど
多
く
の
課
題
解

決
に
役
立
て
て
い

る
。お

出
か
け
乗
合
タ
ク
シ
ー

は
、
過
疎
地
域
の
交
通
空
白
地

帯
で
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
交
通
弱
者
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
対
応
し
て
始
め
た
。
路
線

第
一
交
通
産
業
グ
ル
ー
プ

は
、
１
９
９
９
年
３
月
に
開
始

し
た
「
お
出
か
け
乗
合
タ
ク
シ

〈受賞者コメント〉今回の受賞を受け、長年お客様のことを想い、各
種サポートサービス提供に真摯に向き合っている弊社社員を大変誇りに
思います。この受賞を励みに、今後もより一層、お客様の心に寄り添っ
た質の高いサービスのご提供を目指し、グループ社員一丸となって取り
組んで参ります。

｢お出かけサポート事業｣の
取り組み
｢お出かけサポート事業｣の
取り組み

過疎化や少子高齢化
などの解決に役立て
過疎化や少子高齢化
などの解決に役立て

が
同
行
し
て
日
帰
り
で
行
け
る

場
所
に
患
者
を
送
る
。
民
間
救

急
か
ら
専
用
車
や
看
護
師
の
支

援
を
受
け
る
と
い
う
仕
組
み

だ
。
一
般
社
団
法
人
を
設
立

し
、
タ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
協

賛
企
業
の
支
援
を
受
け
て
運
営

し
て
い
る
。

19
年
２
月
か
ら
は
、
「
パ
ラ

リ
ン
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

開
催
し
て
い
る
。
日
本
最
大
の

障
が
い
者
ア
ー
ト
支
援
団
体

「
パ
ラ
リ
ン
ア
ー
ト
」
に
賛
同

し
た
支
援
の
一
環
だ
。
芸
術
活

動
支
援
を
通
じ
て
、
障
が
い
者

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
社
会
参
加
や

経
済
的
自
立
推
進
な
ど
を
応
援

す
る
。
自
動
車
業
界
で
参
画
企

業
も
募
り
、
新
車
販
売
会
社
が

協
賛
企
業
と
し
て
加
わ
る
な

ど
、
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い

る
。

年
12
月
の
一
般
ユ
ー
ザ
ー
向
け

提
供
を
目
指
し
、
損
害
車
の
最

適
な
売
却
方
法
を
提
供
す
る
。

社
会
貢
献
分
野
で
は
、
18
年

１
月
に
終
末
期
の

医
療
・
看
護
を
受

け
て
い
る
人
の
生

活
の
質
向
上
へ
の

寄
与
を
目
指
し
、

外
出
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
願
い
の

く
る
ま
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
人

生
最
期
の
ド
ラ
イ

ブ
を
無
料
で
支
援

す
る
日
本
初
の
取

り
組
み
だ
。
病
院

か
ら
患
者
の
紹
介

を
受
け
、
看
護
師

ム
」
を
開
発
。
車
両
の
画
像
や

情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る

こ
と
で
、
買
取
・
修
理
金
額
の

即
座
提
示
を
可
能
と
し
た
。
22

法
を
選
択
す
る
概
念
を
提
唱
し

て
き
た
。
「
カ
ー
（
車
）
・
ト

リ
ア
ー
ジ
（
治
療
優
先
順
位
を

決
め
る
医
療
用
語
）
」
と
い
う

造
語
を
つ
く
り
、
損
害
車
を

「
修
復
利
用
」
「
部
品
利
用
」

「
素
材
利
用
」
の
３
つ
に
区
分

し
て
、
ど
の
よ
う
な
状
態
の
車

も
最
大
限
に
生
か
せ
る
よ
う
効

率
的
な
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の

結
果
、
年
間
約
５
万
台
の
事
故

車
が
世
界
１
２
３
カ
国
で
利
用

さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
10
月
に
は
、
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
用
い
た

「
カ
ー
・
ト
リ
ア
ー
ジ
シ
ス
テ

タ
ウ
（
宮
本
明
岳
社
長
、
さ

い
た
ま
市
中
央
区
）
は
、
「
社

会
・
環
境
・
人
材
」
を
軸
に
、

事
業
活
動
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の

社
会
的
責
任
）
活
動
を
通
じ
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
へ
の
寄
与
を
目
指
し
て

い
る
。

１
９
９
６
年
の
創
業
時
か
ら

損
害
車
の
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
で
社
会
・
環
境
・
経

済
へ
貢
献
す
る
た
め
、
地
球
規

模
で
の
循
環
社
会
の
実
現
に
向

け
た
損
害
車
の
最
適
な
処
理
方

〈受賞者コメント〉当社は創業以来、損害車のリユース・リサイクルを通じ
て、地球規模で「モノが大切にされ続ける循環社会の実現」に取り組んでいま
す。損害車の最適な活用方法を選択する「カー・トリアージ」や、終末期の患者
様を人生のラストドライブへお連れする「願いのくるま」等のＣＳＲ活動を通じ
て、自動車業界の更なる発展とより豊かな社会の実現に取り組んで参ります。

損害車のリユース･リサイクル
推進や終末期患者の外出支援
｢願いのくるま｣等の諸活動

損害車のリユース･リサイクル
推進や終末期患者の外出支援
｢願いのくるま｣等の諸活動

買
い
取
り･

修
理
金
額
を
即
座
に

買
い
取
り･

修
理
金
額
を
即
座
に

支
援
体
制
を
強
固
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
モ
ビ
リ
テ
ィ

･

レ
ジ
リ
エ
ン
ス･

ア
ラ
イ
ア
ン

ス｣

の
発
足
に
つ
な
が
っ
た


提
供
し
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

に
よ
り
、
支
援
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
円

滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害

時
に
発
生
す
る
大
量
の
廃
棄
物

の
処
理
が
、
よ
り
進
展
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も

に
、
家
も
車
両
も
失
い
途
方
に

暮
れ
る
被
災
者
の
生
活
再
建
が

前
に
進
む
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
被
災
地
で
は
、
同
協
会

を
介
し
て
自
治
体
や
自
動
車
関

係
団
体
な
ど
と
の
連
携
が
生
ま

れ
、
車
両
の
確
保
や
現
地
で
の

活
動
場
所
の
確
保
な
ど
に
時
間

を
要
す
る
と
い
う
課
題
を
解
消

し
、
迅
速
な
支
援
へ
の
足
掛
か

り
と
な
っ
た
。

し
み
な
が
ら
支
え
合
う
関
係
を

築
く
事
業
に
進
化
し
た
。
そ
の

結
果
、
支
援
の
申
し
出
や
利
用

希
望
者
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、

寄
付
な
ど
で
集
め
た
車
両
を
一

般
に
貸
し
出
す
だ
け
で
な
く
、

被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
震

災
伝
承
、
非
営
利
団
体
の
活
動

に
も
使
用
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
支

え
合
い
の
仕
組
み
は
、
全
国
各

地
で
発
生
し
た
大
規
模
災
害
の

被
災
地
で
も
役
立
つ
こ
と
に
な

る
。
車
を
失
っ
た
被
災
者
や
支

援
団
体
な
ど
に
無
償
で
車
両
を

貸
し
出
す
事
業
を
開
始
。
21
年

７
月
に
は
、
平
時
か
ら
企
業
、

団
体
、
自
治
体
等
と
連
携
し
、

居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

の
、
多
く
が
市
街
地
か
ら
離
れ

た
場
所
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
病
院
や
商
店
街
な
ど
へ
の

移
動
手
段
を

確
保
す
る
生

活
支
援
は
行

政
も
対
応
し

き
れ
ず
、
大

き
な
課
題
と

な

っ

て

い

た
。被

災
者
の

「

足

を

確

保
」
す
る
支

援
が
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
車
を
シ

ェ
ア
し
、
楽

石
巻
市
で
は
、
津
波
に
よ
り

住
宅
約
５
万
３
千
棟
、
車
両
約

６
万
台
が
被
災
し
た
。
被
災
し

た
住
民
は
、
仮
設
住
宅
な
ど
に

日
本
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
協

会
（
吉
澤
武
彦
代
表
理
事
、
宮

城
県
石
巻
市
）
は
２
０
１
１
年

７
月
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
住
民
の
移
動
を
支
え
る
目

的
で
発
足
し
た
。
当
初
は
、
車

両
を
確
保
し
運
転
が
で
き
な
い

高
齢
者
な
ど
の
移
動
支
援
を
行

っ
て
い
た
が
、
他
地
域
へ
転
居

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
住
民
へ
の

サ
ポ
ー
ト
や
近
隣
同
士
の
支
え

合
い
を
築
く
き
っ
か
け
に
な
る

な
ど
活
動
が
広
が
り
、
車
を
活

用
し
た
新
し
い
支
え
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
へ
と
発
展
し
て
い

る
。

〈受賞者コメント〉東日本大震災後の石巻で無我夢中で取り組んできたこ
の活動は様々な方に支えられてきました。活用する車は全て寄付いただいた
もので、自治体、企業、大学、財団、NPO、多くのボランティアの皆様と連
携させて頂いております。今回、自動車ユーザー連携賞として評価いただい
たことは、そんな皆様と一緒に受賞したと受け止めており、本当に嬉しく、
共にその喜びをかみしめたいと思います。

クルマを活用した新しい支え
合いの仕組みをつくる活動
クルマを活用した新しい支え
合いの仕組みをつくる活動

自治体などとも連携自治体などとも連携

｢

省
エ
ネ｣

か
ら｢

小
エ
ネ｣

へ

の
実
践
か
ら

次
の
ス
テ
ッ
プ

と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の｢

創
エ
ネ｣

に
取
り
組
み

を
広
げ
る

さ
ら
に
は
利
益
を

生
み

未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
内

循
環
を
目
指
し
た｢

商
エ
ネ｣

へ

と
進
化
さ
せ
て
い
く
方
針
だ


前
田
社
長
は｢

個
々
は
小
さ
い

が

中
小
企
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
非
常
に
大
き
い｣

と
中
小

企
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
役

目
を
果
た
す
。

ま
た
、
地
域
の
課
題
を
ビ
ジ

ネ
ス
で
解
決
し
よ
う
と
い
う
取

り
組
み
が
、
融
雪
剤
に
よ
る
車

両
の
腐
食
を
防
ぐ
「
プ
レ
ミ
ア

ム
防
さ
び
塗
装
」
だ
。
10
年
を

超
え
る
試
行
錯
誤
の
結
果
、
徹

底
し
た
防
さ
び
処
理
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
販
売
車
両
に
標
準
施

工
す
る
。

た
。洗

車
な
ど
の
温
水
エ
リ
ア
で

は
、
夜
間
電
力
で
稼
働
す
る
自

然
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機

の
タ
ン
ク
か
ら
加
圧
ポ
ン
プ
で

給
湯
す
る
独
自
シ
ス
テ
ム
を
組

み
上
げ
た
。
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
は
、
電
気
を
使
わ
ず
倍
圧

機
を
用
い
て
10
㌔
㍗
に
対
応
し

た
装
置
を
導
入
。
こ
れ
に
よ
っ

て
出
張
作
業
も
可
能
に
な
る
と

い
う
利
点
も
得
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

機
器
も
す
べ
て
電
気
式
に
変

換
。
省
エ
ネ
診
断
で
、
改
善
提

案
が
あ
っ
た
部
分
に
、
地
域
の

異
業
種
企
業
と
の
連
携
に
よ
る

ア
イ
デ
ィ
ア
で
一
工
夫
加
え
な

が
ら
省
エ
ネ
設
備
を
導
入
し

た
。

ポ
ッ
ト
照
明
設
置
や
可
変
型
位

置
調
整
機
能
を
持
た
せ
る
な

ど
、
快
適
な
作
業
環
境
に
配
慮

し
つ
つ
、
必
要
以
上
に
電
力
を

使
わ
な
い
仕
組
み
を
構
築
し

同
社
は
１
９
７
２
年
に
父
が

創
業
し
、
前
野
社
長
は
２
代
目

と
な
る
。
東
京
の
大
手
デ
ィ
ー

ラ
ー
で
経
験
を
積
み
、
２
０
１

０
年
に
帰
郷
。
何
を
す
べ
き
か

考
え
た
結
果
、
「
人
・
環
境
に

優
し
い
地
域
の
総
合
病
院
」
と

し
て
の
取
り
組
み
を
本
格
化
し

た
。16

年
に
実
施
し
た
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
診
断
で
可
視
化
し
た
デ
ー

タ
を
基
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

に
必
要
な
設
備
投
資
を
行
っ

た
。
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
は
じ

め
、
作
業
ス
ト
ー
ル
ご
と
の
ス

前
野
モ
ー
タ
ー
ス
（
前
野
嗣

郎
社
長
、
岩
手
県
葛
巻
町
）

は
、
自
動
車
整
備
事
業
者
と
し

て
で
き
る
環
境
対
応
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
不
必
要

な
時
に
「
止
め
る
」
「
下
げ

る
」
「
や
め
る
」
改
善
で
、
人

口
約
６
千
人
の
準
限
界
集
落
か

ら
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
と

平
和
を
守
る
と
い
う
高
い
目
標

を
掲
げ
、
化
石
燃
料
に
ほ
ぼ
頼

ら
な
い
工
場
を
実
現
し
た
。

〈受賞者コメント〉社員と共に歩んできた弊社の地道な取り組みを高く評価
して頂いた事に、社員一同、唯々驚いております。2030年へ向けまだ始まった
ばかりの小さな取り組みですが、世の中に更に広がっていくことを願っており
ます。温かい激励とこれからへの期待が込められているものだと思い、今後と
も、皆さまのお力添えを頂きながら、社員一同精進して参ります。

エネルギーシフト
～日本を変える中小企業の挑戦～～日本を変える中小企業の挑戦～

エネルギーシフト
～日本を変える中小企業の挑戦～

不
必
要
な
時
に

不
必
要
な
時
に

｢
止
め
る｣｢

下
げ
る｣｢

や
め
る｣

｢
止
め
る｣｢

下
げ
る｣｢

や
め
る｣

不
必
要
な
時
に

｢
止
め
る｣｢

下
げ
る｣｢

や
め
る｣

2 0 2 2年(令和4年)2月21日(月曜日)


